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報道関係各位 

 

  2021 年 6 月 29 日 

ロボコム・アンド・エフエイコム株式会社 

Team Cross FA(事務局：株式会社 FA プロダクツ) 

南相馬のロボット技術を世界に届けるロボコム・アンド・エフエイコムが 

次世代デジタルファクトリー「ロボコム・アンド・エフエイコム南相馬工場」を福島県南相馬市に開所 

～「ロボットのまち 南相馬」からモノづくり大国・日本の復権を推進～ 

製造業の DX から生産ラインの開発・実装までを包括的に支援するコンソーシアム「Team Cross FA（チームクロスエフエー）」の

幹事企業である、ロボコム・アンド・エフエイコム株式会社(本社：東京都港区、代表取締役社長 天野 眞也・代表取締役 飯

野 英城／以下、R&F)は、2021 年 6 月 28 日に次世代型デジタルファクトリー「ロボコム・アンド・エフエイコム南相馬工場（以

下、R＆F 南相馬工場）」を開所したことをお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ロボットのまち 南相馬」で、最先端デジタルファクトリーが稼働～工場建設の背景～ 

日本の製造業が置かれている環境は、地政学リスクの高まりや自然災害によるサプライチェーンの分断、深刻な人手不足など、かつ

てない規模と速度で急速に変化しつつあり、極めて厳しい状況を迎えています。経済産業省が発行する「2021 年版ものづくり白

書」では、不確実性が高い時代において取るべき戦略として、「デジタル化によるダイナミック・ケイパビリティ（企業変革力）を強化

する必要がある」と提唱されています。 

製造業におけるデジタル化を実現するためには、IoT ですべての工程・設備のデータを収集し、AI を活用したシミュレーションで最適

解を出し、それに基づいて自律的に工場を稼働させる「デジタルファクトリー」の構築が必要不可欠です。 

R&F 南相馬工場の建設地・南相馬市は 2017 年に「南相馬ロボット振興ビジョン」を策定し、ロボット産業を根付かせるために、

復興工業団地内に福島ロボットテストフィールドを設置する等の取り組みを推進しています。そして、R&F は 2019 年に復興工業

団地立地企業第 1 号として、「ロボットのまち 南相馬」に最先端技術・設備を導入したデジタルファクトリーを着工いたしました。 
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R&F のコンセプト：ロボット・システムインテグレーター」の後方支援 

製造業が直面している課題を解決する「デジタルファクトリー」の構築に必要不可欠な存在が、ロボット・システムインテグレーター

（以下、ロボット SIer）です。 

しかし、ロボット SIer は多くの課題を抱えています。自動化✕デジタル人材の不足、加工部品の適切な発注先がわかりにくく納期が

長い、設計や制御の標準化が進まず効率が悪いなど、解決が難しい課題が山積しています。さらに、人材不足解消のためエンジニ

ア育成が急務ですが、個社ごとに対応するのは課題が多く、進んでいないのが実情です。R&F は変種変量生産システムをデジタル

技術で実現するチーム「Team Cross FA」の一員として、上記ロボット SIer が抱える課題解決に向けて「半製品ロボット・FA キッ

トの開発」「特注部品の短納期加工」「ロボット SIer の育成と提供」を通じ、後方支援を行います。 

 

R&F 南相馬工場のコンセプト：変種変量生産に対応するデジタルファクトリー 

R&F 南相馬工場は、「カーボンニュートラルを実現するエネルギーマネジメント」「販売から生産設備まで連動した生産システム」「生

産を停止させない工場のネットワークセキュリティ」などに取り組み、デジタルとリアルの融合により実現した 24 時間完全無人化ライン

を備える、次世代型モノづくりの基幹工場となるデジタルファクトリーとして稼働を始めます。 

本工場ではハイエンド機器を多数導入し、加工部品の変種変量・短納期生産を実現します。また、ロボットによる工程の自動化を

スムーズにできる半完成品「ロボットシステムパッケージ」も開発・生産。これまで、大手企業でしか導入できなかった自動システムの

導入コストと維持管理コストを下げ、中小企業でも導入可能なパッケージとして提供します。これは同時にロボット SIer の後方支

援にも直結します。 

不確実性の高まる社会で、R&F は「ロボットのまち 南相馬」でデジタルファクトリーを稼働させることにより、モノづくり大国・日本の復

活を目指します。 

最先端の技術と設備を導入した南相馬工場の特徴  

①カーボンニュートラルを実現するエネルギーマネジメント 

カーボンニュートラル実現に向けた取り組みとして、自家消費型太陽光発電システム

や産業廃棄物計量システムの導入、製品単位での原単位管理によって、CO2 排

出量約 3,000t/年の削減を実現します。 

 

②販売から生産設備まで連動した生産システム 

AI を活用した自動見積もりの活用や生産設備まで連動した生産システムを実現。

変種変量・短納期生産に対応します。生産管理システムや最新の CAD/CAM シ

ステム及び、デジタル上に構築された仮想生産ラインによるシミュレーション、統合

MES（製造実行システム）などが生産設備とシームレスにつながり、さらに生産設

備や製造製品の情報がシステムにフィードバックされることで、デジタルツインを実現。

自律制御された完全無人エリアを含む、全体最適化された工場を可能にしました。

まさにロボット SIer が実現した「製造業の DX を具現化した工場」と言えます。 

 

③生産を停止させない工場のネットワークセキュリティ 

基幹システムのコアネットワークレベルと工場内の生産ネットワークレベルの二段階でネットワークセキュリティを構成して、一般的なコ

ア側のアクセス制御（ACL）、ファイアウォール、UTM（統合脅威管理）に加え、工場内のネットワークを各加工ゾーンをセルとし

て分け、それぞれにエッジ側ファイアウォールを設置することで、外部だけではなく、内部からの攻撃に対してもセキュリティを強化します。 
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「ロボコム・アンド・エフエイコム南相馬工場」の施設概要 

加工工場 ：75mx30mxH7m（ロボット自動化加工工場） 

組立工場 ：30mx15mxH4m（ロボットシステム組立工場）※予定 

本館   ：37mx24mxH3m(2F 建)  

        【1F】展示場、会議室x2、倉庫 【2F】事務所(50 人)、ラボ、食堂 

研修施設 ：35 人収容 

 

 

 

 

 

 

 

産官学が一体となって本格稼働開始～開所式参加者によるコメント～ 

衆議院議員 復興副大臣 亀岡 偉民 様 

南相馬工場の開所、誠におめでとうございます。工場を見学させていただきましたが、ものづくり大

国日本の復活には、若い人がワクワクして仕事に取り組める環境整備が大切です。この工場はそ

の夢の第一歩を作っていただいたと思っています。是非ここ南相馬市で、世界一のものづくりの情

報が発信できる様な素晴らしい工場にしていただきたいと考えております。 

参議院議員 山田 太郎 様 

ロボコムが創業したときのスターティングメンバーとして、南相馬工場の開設は非常に灌漑深いもの

があります。2015 年にドイツに視察に行った際、「コンサルだけではなく、実際にものづくりを行い、

見せる事が大切」という話をしたが、それを実現したここにいる新しいメンバーが、日本のものづくりの

復興に大いに役立つものと考えています。日本の製造業が復活する、素晴らしい歴史的瞬間に

立ち会えたのでは無いかと考えております。開所誠におめでとうございます。 

南相馬市 市長 門馬 和夫 様 

R&F 南相馬工場は復興工業団地進出企業第一号です。2 年ほど前に会社に訪問した時、若

い人が働く新しい取り組みをする会社だと感じました。また、首都圏からの技術者、外国籍の方、

地元採用の方がおり、うれしく思っております。世界の最先端の取り組みが福島南相馬で始まって

いると感じております。ここを拠点に巣立っていただけることを祈りつつ、南相馬市民を代表して歓

迎します。 

ロボコム・アンド・エフエイコム株式会社 代表取締役社長 天野 眞也 

多くのご来賓、メディアの方に開所式にご参加いただき、改めて御礼申し上げます。日本の製造

業が再び復活するためには、自動化とデジタル技術の導入が必要不可欠ですが、それらを担うロ

ボット SIer が絶対的に足りないという現実があります。R&F 南相馬工場は、ロボット SIer を後方

支援するとともに、かっこいい工場として業界を魅力あるものにしていくことで、日本を再び元気にす

る起点となりたいと考えております。 

ロボコム・アンド・エフエイコム株式会社 代表取締役 飯野 英城 

本日無事開所を迎えることができ、改めてご支援いただいた皆様には厚く御礼を申し上げます。

R&F のコンセプトは「ロボット SIer を後方支援すること」です。この技術は積極的にオープンしてい

く方針ですので参考にしていただき、中小製造業も含めたモデル工場を目指していきます。この工

場を起点に製造業、ロボット SIer を盛り上げることで、恩返しをさせていただきたいです。 
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企業基本情報 
商号  ：ロボコム・アンド・エフエイコム株式会社 

代表者 ：代表取締役社長 天野 眞也 / 代表取締役 飯野 英城 

所在地 ：〒105-0004 東京都港区新橋 5-35-10 

URL  ：https://robotandfa.com/ 

事業内容：(1)大型精密部品加工事業 (2)ロボットパッケージの試作販売事業  

(3)3D プリンター事業  (4)国内・海外エンジニア教育事業 

Team Cross FA 基本情報 

 

呼称  Team Cross FA（チームクロスエフエー） 

事務局   〒105-0004 東京都港区新橋 5-35-10 新橋アネックス 2F（株式会社 FA プロダクツ内） 

ＵＲＬ   https://connected-engineering.com/ 

幹事企業 株式会社 FA プロダクツ https://fa-products.jp/ 

  ロボコム株式会社 https://robotcom.jp 

  株式会社オフィス エフエイ・コム https://www.office-fa.com/ 

  日本サポートシステム株式会社 https://jss1.jp/ 

  ロボコム・アンド・エフエイコム株式会社 https://robotandfa.com/ 

  株式会社 INDUSTRIAL-X SECURITY  https://industrial-xs.jp/ 

 株式会社 SaaSis  https://saasis.jp/ 

公式パートナー ：鹿島建設株式会社  https://www.kajima.co.jp/ 

   株式会社電通国際情報サービス  https://www.isid.co.jp/ 

   日研トータルソーシング株式会社 https://www.nikken-totalsourcing.jp/ 

   株式会社日立システムズ https://www.hitachi-systems.com/ 

   ミツイワ株式会社    https://www.mitsuiwa.co.jp/ 

   

【報道関係者からのお問い合わせ先】 

ロボコム・アンド・エフエイコム株式会社 山口 仁 

TEL：03-6435-6395／E-mail: h.yamaguchi@robotandfa.com 


